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別
紙 

こ
れ
か
ら
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て 

 
（
理
由
） 

文
化
財
は
、
各
地
域
の
風
土
や
生
活
、
他
国
と
の
交
流
等
を
通
じ
て
長
年
に
わ
た
り
育
ま
れ
、
培
わ
れ
て
き
た
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
り
、

我
が
国
の
歴
史
や
文
化
の
重
層
性
・
多
様
性
を
理
解
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
地
域
社
会
の
紐
帯
と
し
て

心
の
拠
り
所
と
な
り
、
時
に
は
災
害
か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
る
文
化
財
は
、
ま
さ
し
く
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
文
化
財
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
、
地
域
を
後
世
へ
と
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
今
を
生
き

る
我
々
が
後
の
世
代
に
向
け
て
果
た
す
べ
き
責
務
で
す
。 

一
方
で
、
文
化
財
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
点
に
あ
り
ま
す
。
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
迎
え
て
進
行
す
る
地
域
の
過
疎
化

や
、
高
度
経
済
成
長
期
以
来
の
産
業
構
造
・
生
活
様
式
の
変
化
を
前
に
、
文
化
財
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
文
化
財
の
保
存
に
不
可
欠
な
技

術
や
用
具
・
原
材
料
等
の
維
持
は
ま
す
ま
す
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
文
化
財
の
持
続
可
能
な
保
存
・
継
承
体
制
の
構
築
を
図
る
五
か
年
計
画
（
令
和
四

～
八
年
度
）
と
し
て
「
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、
文
化
審
議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
、
平
成
二
十
九
年
の
答

申
や
令
和
三
年
の
審
議
要
請
に
対
す
る
回
答
を
受
け
、
地
域
総
が
か
り
で
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
図
る
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
の
法

制
化
や
、
「
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
る
成
果
は
着
実
に
積
み
あ
が
っ
て
い
く
中
で
、
激
変
す
る
社
会
環
境
の
中
、
文
化
財
を
確
実
に
次
世
代
へ
継
承
す
る
う
え

で
、
新
た
に
見
え
て
き
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
対
応
を
振
り
返
り
つ
つ
、
今
後
に
向
け
て
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
た
め
の
包
括
的
な
検
討
を
い
た
だ
き
た
く
、
具
体
的
に
は
以
下

の
事
項
を
中
心
に
ご
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
一
）
「
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
総
括
と
今
後
の
施
策
の
展
開 

第
一
に
、
「
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
総
括
と
今
後
の
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
で
す
。 

「
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
に
よ
り
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
文
化
財
保
存
の
た
め
の
用
具
・
原
材
料
等
の
応
急
対
応
は



一
定
程
度
進
展
し
た
一
方
、
長
期
的
な
安
定
供
給
の
た
め
の
確
固
た
る
基
盤
形
成
の
必
要
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
の

保
存
技
術
の
継
承
に
つ
い
て
も
、
選
定
保
存
技
術
へ
の
支
援
や
認
定
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
一
方
で
、
依
然
と
し
て
担
い
手
の
確
保
や
持

続
的
な
活
動
に
困
難
を
抱
え
る
分
野
が
見
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
成
果
と
課
題
や
、
令
和
八
年
度
に
計
画
の
終
了
期
間
を
迎
え
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、「
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
こ

れ
ま
で
の
総
括
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
好
循
環
を
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
文
化
財
保
存
の
た
め
の
用
具
・
原
材

料
や
技
術
に
つ
い
て
、
今
後
の
更
な
る
安
定
確
保
・
安
定
継
承
に
向
け
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
御
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
二
）
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
た
新
た
な
時
代
の
文
化
財
の
継
承
方
策 

第
二
に
、
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
た
新
た
な
時
代
の
文
化
財
の
継
承
方
策
に
つ
い
て
で
す
。 

こ
れ
ま
で
文
化
財
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
地
域
社
会
の
脆
弱
化
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
全
国
に
遍
在
す
る

文
化
財
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
の
現
況
把
握
や
、
適
切
な
維
持
管
理
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
口
動
態
や
社
会
環

境
の
変
化
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
文
化
財
を
確
実
に
後
世
へ
継
承
す
る
た
め
に
、
必
要
な
方
策
に
つ
い
て
御
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

以
上
が
、
中
心
的
に
御
審
議
を
お
願
い
し
た
い
事
項
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も
、
文
化
財
全
般
に
わ
た
り
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
御
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。 

  




